
『
桑
華
蒙
求
」
管
見

編
纂
素
材
と
後
続
書

へ
の
影
響

の

一
斑
か
ら
ー本

間

洋

一

一

き
ん
さ
だ

(1
)

『
桑
華
蒙
求
』
は
備
前
足
守
藩
主
木
下
含
定

(
一
六
五
三
1

一
七
三
〇
)

(公
)

の
編
に
な
る
漢
文
体

人
物

故
事
譚

で
あ
り
、

唐
土

の

『
蒙
求
』
や
本
朝

の

(
2
)

先

行
版

『
本
朝

蒙
求

』
な
ど
に
倣

っ
た
続
撰

本
蒙

求

に
挙
げ
ら
れ
る
通
俗

教
養

書

で
あ
る
。
そ

の
特

色
は
書

名

に
も
伺
わ
れ
る
よ
う

に
、
基
本

的

に

本
朝

故
事

と
類

同

の
中
国
の
そ
れ
と
を
番
え
さ
せ
た
点

に
あ
る
と
言

っ
て

良

か
ろ
う
。
稿

の
成

っ
た
の
は
宝
永
七

年

(
一
七

一
O
)

初
夏
以
前

と
思

わ
れ
る
が
、

刊
行
年

月
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な

い
。

巻
頭

の
林

鳳
岡

「
桑
華
蒙
求
序
」

は
宝
永
七
年

孟
夏
付

で
あ
り
、
巻

末

の

「桑

華
蒙
求

跋
」

(
後
学
桃
原
埜
沂
魯

南
甫
識
)

に
は

「
正
徳
扶
嚮

八
月
」

と
あ

る
。

そ
れ

に
依

れ
ば
正
徳

年
間

(
一
七

=

1
六
)

に
は
印

行
さ
れ

て
い
た

の
で
は

な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ

の
後
、
本
書
は
天
保
十

五
年

(
一
八
四
四
)

に
も
木
活
字
版
に
依
り

(3
)

(4
)

再
刊
さ
れ
、

更

に
明
治
十
六
年
頃

に
は

『
箋
註
桑
華
蒙
求
』
と
し

て
出
版

さ
れ
た

こ
と
も
あ
る

の
だ
が

(
今
日

で
は

一
般

に
流
通
し

て
い
な

い
)
上

記

の
い
ず
れ
も
入
手
が
容
易
と

い
う
わ
け

で
は
な

い
。

そ
し

て
、

本
書

の
研
究

に

つ
い
て
も

つ
い
近

年
迄
本
格
的
な
も

の
は
な

か

っ
た
と
言

っ
て
良

い
。

そ

の
基
礎

的
研
究
と
し

て
注
目
す

べ
き
は
、

岡

山
市
在
住

の
市
井

の
篤
学
吉

田
哲
郎

氏

の
業

績

で
あ

る
。
吉

田
氏

に
は

『新

桑
華
蒙
求
物

語
』
(上
巻

五
冊
、

中
巻
二
冊
。
昭
和
六
十
二
年
二
月
～

平
成

二
年
二
月
。

*
現
代

語
訳
篇
)

『桑

華
蒙
求

訳
註

』
(上

巻
二
冊
、

中

巻

二
冊
、
下

巻
四
冊
。

平
成

元
年
四
月
～
六
年

四
月
。

*
本
文

訓
読

・
頭

注

・
補
注

・
余
滴

か
ら
成
る
)
『
年

代
順
桑
華
蒙
求

一
覧

扶
桑
之
部
』

(
平

=
二



『
桑
華
蒙
求
』
管
見

成

三
年
十
月
)

が
あ
る
。

い
ず
れ
も
原
稿

用
紙

に
手
書

し
た
上
電
子
複

写

し
、
簡
易
製
本

に
し
て
、
同
好

の
士

の
数
名

に
配
布

さ
れ
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。

現
在

そ
の

一
揃

え
が
岡
山
県
総
合
文
化

セ

ン
タ
ー
に
寄
贈

さ
れ

て
閲
覧

で
き

る
。

こ
れ

は
出
典
研
究

の
嚆
矢

と
し

て
も
画
期
的

で
あ

り

但
し
稿

者

の
出

典
調
査

と

一
致

し
な

い
処
も

多
少

あ
る
が

『
桑
華
蒙
求
』

研
究

の
出
発

と
し

て
稿
者
は
高
く

評
価

さ
れ
る

べ
き

で
は

な
い
か
と
考

え
る
。

二

さ

て
、

本
書

に
は
巻
頭
に
二
篇

の
序

と
凡
例

の
後

に

「
新
撰
自
註
桑
華

蒙

求
引
書

」
と
し

て
、
日
本

・
中
国

の
二
国
別

に
使
用
文
献

の
リ

ス
ト
が

掲

げ
ら
れ

て
い
る
。

先
ず

〔本
朝
書
史
〕
と
し

て
記
さ
れ

て
い
る
も

の
を

記
す
と
次

の
如

く

で
あ

る
。

(書

名

の

一
部
を
補

う
カ

ッ
コ
部
分
を

付
し

た

の
は
稿
者

で
あ
る
)
。

日
本
書
紀

続
日
本
紀

釈
日
本
紀

三
代
実
録

大
和

物
語

本
朝
文
粋

栄
華
物
語

枕
草
子

袋
草
子

万
葉
集
抄

八
代
集
抄

百
人

一
首
抄

源
氏
物
語
抄

夫

木
和
歌
抄

古
今
著
聞

(集
)

江
談

抄

江
記

徒
然

草
抄

倭
漢
朗
詠
集
註

宇
治
大
納
言
記

元
亨
釈
書

連

三
二

歌
新
式

保
元
平
治
物
語

源
平
盛
衰
記

平
家
物
語

東
鑑

世
継
物
語

増
鑑

太
平

記
大
全

鎌
倉
大
草
子

今
昔
物
語

(
集
)

高
名
録

難
太
平

記

十
訓
抄

公

卿
補
任

大
系

図

続
古
事

談

(本
朝

)
一
人

一
首

将
軍
家
譜

羅
山
文
集

(
本
朝
)
神
社
考

本
朝
医
考

史
館
茗
話

図
絵
宝
鑑
続
編
伝

天
文
雑
説

三
国
筆

海

(
全
書
)

本
朝
蒙
求

本
朝
人
物
志

扶
桑
僧
宝
伝

扶
桑
隠
逸

伝

右

の
掲
載

書

に

つ
き
、
稿

者

の
視

点
か
ら
若

干
気

に
な
る
も

の
に

つ
い

て
は
付
言
し

て
お
き
た

い
。
『
図
絵

宝
鑑
続
編
伝
』

は
恐
ら
く
明

・
韓

昂

撰

の
も

の
で
、

〔本
朝
書
史
〕

で
は
な
く

〔中
華
経

籍
〕

に
移
す

べ
き

で

あ
る

(
本
書
編
纂
者

の
思

い
違

い
に
依
る
だ
ろ
う
)
。

ま
た
、
『高

名
緑

』

は

『
本
朝
書
籍
目
録
』
に

コ
咼
名
緑

一
巻

江
帥

抄
」
と
見
え
る
も

の

を
指
す
だ

ろ
う
か
。

と
す
れ
ば
、

『
河
海
抄
』

や

『
読
経

口
伝
明
鏡
集
』

に
引
用
さ
れ

(和
田
英
松

『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』
明
治
書
院

・
昭
和
十

一
年
)
、
『
本
朝
語
園
』
な
ど

に
も
引
か
れ
る
も

の
の
、
今

日
伝
本
を
聞
か

な

い
書

で
あ
る
か
ら
孫
引
き

(
猶
、
本
書
編
纂
当
時
存
し
披
見
し

て
い
た

可
能
性
も
皆
無
と
は

い
え
な

い
が
)

の
可
能
性
も
あ
る
と

い
う

こ
と

に
な

る
ま

い
か
。

『
天
文
雑
説
』

は
現
今

で
は
吉

田
幸

一
蔵
本
が
天
下

の
孤

本



匕

(古
典
文
庫
配
本
番
号
六
二
八

〈平
成
十

一
年
三
月
〉
)
と
さ
れ
て
い
る

が
、
『本
朝
語
園
』
引
用
書
の
一
書
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
頃
は
よ
く

用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
『三
国
筆
海
全
書
」
(木

戸
常
陽

〈真
幸
正
心
〉
撰
。
全
二
十
巻
。
慶
安
三
年

〈
一
六
五
O
>
初
刊

か
。
同
五
年
版
他
無
刊
記
本
も
あ
る
)
の
利
用
も
少
々
珍
し
い
と
言
っ
て

良

い
で
あ
ろ
う
か
。

次
い
で

〔中
華
経
籍
〕
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
掲
げ
る
。

論
語
疏

孟
子

詩
経
翼

春
秋
左
氏
伝

(春
秋
)穀

梁
伝

史
記

前
漢
書

後
漢
書

新
唐
書

貞
観
政

要

十
八
史
略

列
女
伝

荘
子

淮
南
子

蒙
求

捜
神
記

世
説
(新
語
)

事
文
類
聚

続
蒙
求
(分
註
)

開
天
(天
宝
)遺
事

説
郛
裏

文
選

韓
昌
黎
文
集

柳
河
東
文
集

黄
山
谷
詩
集

古
文
(真
宝
)
前
集

古
文

真
宝
(後
集
)

三
体
詩
備
考

劉
貢
父
詩
話

瀛
奎
律
髄

詩
人
玉
屑

国
老
談
苑

法
原
捷
緑

瑯
瑯
代
酔
編

文
献
通
考

潜
確
居
類
書

書
言
故
事
(大
全
)

円
機

活
法

排
韻
氏
族

五
車
韻
瑞

続
韻
府

楽
府
雑
録

正
字
通

因
話
録

無
寃
録

法
書
要
録

画
禅

小
名
録

揮
麈
録

江
行
雑
録

(山
中
)
一
夕
話

医

『桑
華
蒙
求
』
管
見

学
入
門

本

草
綱
目

医

学
正
伝
標
註

(景
徳
)
伝

燈
録

僧
史
略

祖
庭
事
苑

石
門
文
字
禅

教
乗
法
数

鑑
古
録

こ
れ
ら

に

つ
い
て
も
や
は
り
言
及
し

て
お
き
た

い
も

の
が
あ
る
。
殊
に

後
半

に
は
余
り
馴
染
み

の
な

い
書
名
が
並

ん

で
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

『
国
老
談
苑
』

(
宋

・
王
銓
)
『
楽
府

雑
録
』

(唐

・
段
安

節
)
『
因
話
録
』

(
唐

・
趙
隣
)
『
画
禅
』
(
明

・
釈
蓮
儒
)

『
小
名

録
』

(
唐

・
陸
亀
蒙

)
『
揮

麈
録
』

(宋

・
王
清

臣
)
『
江
行
雑
録

』

(宋

・
廖
瑩

中
)
な
ど

の
書

は
単

行
し

て
い
た
と

い
う
よ
り
叢

書

『説

郛
』

に
所

収
さ
れ

て
い
た
も
の
を
利

用
し
た
と
み
た
方
が
蓋
然
性
が
高

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『無
寃
録
」

(元

・

王
与
。

二
巻

)
『山
中

一
夕
話

』
(
明

・
李
贄
。

『
開
巻

一
笑

』
と
も
称
す
。

上

集

・
下
集
各
七
巻
)

『
医
学
入
門
』

(
明

・
李
梃
。
七

巻
首

一
巻
)
『
医

学

正
伝
標
註
」

(
明

・
余
応
奎
。
十
六
巻

)
『
教
乗
法
数

』

(明

・
円
瀞
。

四
十
巻
)

『石
門
文
字
禅
』

(宋

・
釈
恵
洪
。

三
十
巻
)

な
ど
に

つ
い

て
は

明
刊
本

や
朝
鮮
刊
本
、
更

に
は
本
朝

の
刊
本
が
見
え
る
も
の
も
あ
る

の
で
、

単
刊
書

を
利

用
し
た
か
と

一
応

思
わ
れ
る
の
だ
が
、
猶
注
意

さ
れ
る
の
は

『事
文
類
聚
』

(宋

・
祝
穆
等
。
全
二
百
三
十
六
巻
)
『潜
確
居
類
書
』

(明

・

陳
仁

錫
。

二
十
巻
)

『
円
機
活
法
』

(
明

・
王
世
貞
。

二
十

四
巻
)
『
五
車

韻
瑞

」

(明

・
凌
稚
隆

。
百
六
十
巻
)

な
ど
と

い

っ
た
大

部

の
類
書
が
利

三
三



『桑
華
蒙
求
』
管
見

用
さ
れ

て
い
る
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う
か

(
こ
う
し
た
類
書
中

に
引
か
れ

た
書
名
を
孫
引

で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
掲
げ

て
い
る
可
能
性
も
皆
無
と
は

言
え

な
い
の

で
は
あ

る
ま

い
か
)。

稿
者

に
は
猶
、

『
劉
貢
父
詩
話

』
『
法

原
捷
録
』
『
排
韻
氏
族
』
『
続
韻
府
』

(
『
増
続
会
通
韻
府
群
玉
』
か
)
『
鑑

古
録
』

に

つ
い
て
の
知
見
が
な

い
。
御
高
見

の
方

の
教
示
を
賜

る
こ
と
が

で
き
れ
ば
幸

い
で
あ

る
。

本
書

の
編
纂

は
ま
ず
は
基
本
的
に
以
上

の
よ
う
な
書
籍
を
利
用
し

て
成

っ

た
と
考
え

て
良

い
だ

ろ
う
。
但
し
、
如
上
書
中

の

一
書
を
引
用
す

る
に
止

ま

る
も

の
も
あ
れ
ば
、
複
数

の
引
用
書
を
組
合
わ

せ
て
本
文

に
用

い
る
場

合
も
あ

り
事

は
必
ず
し
も
単
純

で
は
な

い
。
本
朝
書

に
関
し

て
言
え
ば
、

例

え
ば
中
世
説
話
書

の
直
接
利
用

で
は
な
く
、
本
書

に
先
行
し

て
江
戸
初

期

に
刊
行

さ
れ

た
再
録
書
籍

に
依

る
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
以
下

で
は
そ

う
し
た
点

に
も
聊

か
配
慮
し
な
が
ら
、
編
纂
素
材
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
、

併

せ
て
後
続
書

へ
の
影
響

の

一
斑

(此
稿

で
は
本
朝
故
事

に
偏

る
こ
と
に

な
る
が
)

に

つ
い
て
も
窺

っ
て
み
た
い
。

三

ま
ず
は
、
対

の
偶
数
番

に
見
え
る
中

国
故
事

の
様

相
か
ら
見

て
ゆ
く
こ

と
と
し
よ
う
。

単
独

の
典
拠

と
し

て
よ
く
用
い
ら
れ

て
い
る
も

の
に
は
、

三
四

例
え
ば
、

蒙
求

十
八
史
略

春
秋
左
氏
伝

古
文
真
宝

世
説
新
語

の
よ
う
な
極
め

て
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
作
品
が
あ
り
、
本
文
を

そ
の
ま
ま

利
用
す

る
こ
と
も
多

い
の
で
あ

る
が
、

一
方

で
、

こ
れ
ら

の
複
数

の
書
籍

の
文
を
断
章
し
取
合
わ
せ

て
用

い
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
以
下

そ
の
パ

タ
ー
ン
を

い
く

つ
か
旦
ハ体
的

に
採
挙
げ

て
記
し

て
み

よ
う
。

『
桑
華
蒙
求
』

(巻
下

・
48
趙
武
袴
中
)

に
次

の
よ
う
な
文
が
見

え
る
。

春
秋
時
有
二
趙
夙
者

一、
事

レ晋
。
夙
生
二
成
子
嚢

一、
嚢
生
二
虐旦
子
盾

一、

盾
生

レ朔
、
朔
娶
二
成
公
姉

一為
二
夫
人

一。
大
夫
屠
岸
賈
滅
二
朔
之
族

一。

朔
有
二
遺

腹
子
武

一。
賈

聞
レ
之
索
二
於
宮
中

一。
夫
人
置
二
児
袴
中

一、

祝

日
、
趙
宗
滅
乎
、
若
号
、
即
不
レ滅
、
若
無
レ声
。
及
レ
索
竟
無
レ声
、

已
脱
。

こ
の
文

は
、
左
記

に
掲
げ

る
よ
う
に
、
前
半

「朔
有
二
遺
復
子
武

匚

迄

は

『
十

八
史
略
』

か
ら
の
、
後
半

は

『史

記
』
か
ら

の
引

用

で
成
立

っ
て
い

る
こ
と
は

一
目
瞭
然

で
あ
ろ
う
と
思

う
。

趙
之

先
本
与

レ秦
同
姓

。
…
…
春
秋
時

有
二
趙
夙
者

一事

レ
晋
。
夙
生

二

成

子
衰

一、
衰
生
二
虐旦
子
盾

一、
盾
生
朔
。
大
夫

屠
岸
賈
滅
二
朔
之
族

一。

朔
有
二
遺
腹
子
武

一。
賈
索

レ之

不
レ得
。

…
…
。

(
『十

八
史

略
』
巻

一
・
春
秋

戦
国

・
趙

)



趙
妍
妻
晩
公
姉
。
有
二
遺
腹

一、
走
二
公
宮

一匿
。
…

…
屠
岸
賈
聞
レ
之
、

索
二
於
宮
中

一。
夫
人
置
二
児
綺
中

一、
祝
日
、
趙
宗
滅
乎
、
若
号
、
即

不

レ滅
、
若
無

レ声
。
及
レ
索
児
竟
無
レ
声
。
已
脱
…

…
。

次

に
本
書
巻
上

(16
孔
明
尽
忠
)

に
は
次

の
よ
う

に
見
え

て
い
る
。

蜀
諸
葛
亮
、
字
孔
明
、
瑯
邪
陽
都
人
。
躬
耕
二
隴
畝

一。
先
主
及
レ
称
二

尊
号

一、
以
レ
亮
為
二
丞
相

一。
史
称
、
亮
開
二
誠
心

【、
布
二
公
道

一、
刑

政
雖

レ峻
而
無

二怨

者

「。
真
識

レ治
之
良

材
、
而
謂
下
其
材
長

二
於
治

フ

国
、
将

略
非
占
所

レ長
、

則
非
也
。
初

丞
相
亮
嘗
表

二
於
帝

一日
、
臣

成
都
有

二
桑
八

百
株
薄

田
十
五
頃

一。

子
弟
衣
食

自
有

レ
鯨
、
不

三
別

治
レ
生
、
以
長
二
尺
寸

一、
臣
死
之

日
、
不
下
使
三
内
有
二
餘
帛

一、
外
有
二

贏
財

一以
負
申
陛
下
上
。
至
レ
是
卒
。
如
二
其
言

一、
諡
二
忠
武

一。

こ
の
文
章

の
素
材
源
は
、
初
め
か
ら

「
隴
畝
」
迄

の
部
分

(
A
)
と

「
先

主
」

か
ら

「
為

二
丞
相

一」
迄

の
部

分

(
B
)
、

そ
し

て
、

「
史
称
」

以
下

(C
)

の
三
部

に
分
け

て
考

え
ら
れ
、
次

の
如

く
前
半

の
A
と

B
は

『
蒙

求
』
か
ら
、
C
は

『
十
八
史
略
』
か
ら

の
抄
出
と
知
ら
れ
る

で
あ

ろ
う
。

蜀
志
。
諸

葛
亮
字
孔
明
、
瑯

邪
陽
都
人
。
躬
耕

二
隴
畝

一、
好

為
二
梁

父
吟

一。
…
…
先
主
日
、
孤
之
有
二
孔
明

一猶
二
魚
之
有

7
水
也
。

…
…
及
レ
称
二
尊
号

一、
以
レ
亮
為
二
丞
相

一。
…
…
。

(『
蒙
求
』
3
孔
明
臥
龍
)

『桑
華
蒙
求
』
管
見

…
…
史
称
、
亮
開
二
誠
心

】、
布
二
公
道

冖、
刑
政
雖

レ峻
而
無
二
怨
者

【、

真
識

レ治
之
良

材
、
而
謂
下
其
材
長
二
於
治

ワ
国
、
将
略
非
占
所

レ
長
、

則
非
也
。

初
丞
相
亮
、
嘗
表

二
於
帝

一日
、

臣
成
都
有
二
桑
八
百
株
薄

田
十
五
頃

一、
子
弟
衣
食
自
有
レ
餘
、
不

二別
治

レ生
以
長
二
尺
寸

一、
臣

死
之

日
、

不
レ
使
下
内
有
二
餘
帛

一、
外
有
二
贏

財

一以
負
中
陛
下
上
。
至
レ

是
卒
。
如
二
其
言

一、
諡
二
忠
武

一。

(『
十
八
史
略
』
巻
三

・
三
国

・
後
皇
帝
)

ま
た
、
本
書
巻
下

「
54
棟
琳
作
檄
」

に
は
次

の
よ
う

に
見
え

る
。

広
陵
陳
琳
、
字
孔
璋
。
避
二
難
冀
州

一。
袁
本
初
使

レ典
二
文
章

一、
作
レ

檄
以
告
二
劉
備

一言
、
曹
公
失

レ徳
不
レ
堪
二
依
附

一、
宜

レ帰
二
本
初

一也
。

後
紹
敗
琳
帰
二
曹
公

一。
曹
公
日
、
卿
昔
為
二
本
初

一移
書
、
但
可

レ罪
二

状

孤

一而

已
。

何

乃
上

及

二
父
祖

一
邪
。

琳
謝

レ
罪

日
、

矢
在

二
弦

上

一、
不

レ
可
レ
不
レ
発
。
曹

公
愛
二
其
才

一
不
レ
責
レ
之
。
為
二
司
空
軍
謀

祭
酒

一、

管
二
記
室

一。

典
略

日
、
琳
作

二
諸
書

及
檄

}、

草
成

呈
二
太

祖

一。
太
祖
先
苦

二
頭
風

一、
是

日
疾
発
臥

。
読
二
琳
所

フ作
、

翕
然
而

起
日
、
此
愈
二
我
病

【。
数
加
二
厚
賜

一。

こ
の
文

も
、
冒
頭

か
ら

「
字
孔
璋
」

迄

の
部

分

(
A
)
、

「
避
難
」

か
ら

「
不
責
之
」
迄

の
部
分

(
B
)
、

「
為
」

よ
り

「
記
室
」
迄

の
部
分

(
C
)

と

「
典
略
」
以
下

(D
)

の
四

つ
の
部
分
か
ら
成
る
と
考
え

て
良

い
。
そ

三
五



『
桑
華
蒙
求
』
管
見

し

て
、

こ
れ
ら

の
部
分

は
、
次

に
掲
げ

る
よ
う
に
、

A
C
D
が

『
蒙
求
』

か
ら
、

B
は

『
和

刻
本

六
臣

注
文
選

』

(
汲

古
書
院

刊
行

の
慶
安

五
年

〈
一
六
五

二
〉
刊
本
を
利

用
)

の
注
文

か
ら
の
抄
引

で
あ

る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。魏

志
。
広
陵
陳
琳
字
孔
璋
、
陳
留

阮
璃
字
元
瑜
。
琳
避
二
難
冀
州

一。

袁
紹

使
レ
典
二
文
章

一。

袁
氏
敗
、
帰
二
太

祖

一。
太
祖
愛

二
其
才

一、
並

以
二
琳
璃

一為
二
司
空
軍
謀
祭
酒

一管

二
記
室

一。
軍

国
書

檄
多
琳
璃
所

レ

作
。

典
略

日
、
琳

作
二
諸
書
及
檄

一、
草
成
呈
二
太
祖

一。
太
祖
先
苦
二

頭

風

一。

是
日
疾
発
、

臥
読
二
琳
所

ワ
作

、
翕
然

而
起

日
、

此
愈
二
我

病

一。
数

加
二
厚

賜

一。
太

祖
嘗
使

三
璃
作

レ
書
与
二
韓

遽

一。

時
従
二
太

祖

一出
。

因
於
二
馬
上

一具

レ
草
、

書
成
呈

レ
之
。
太

祖
攬

レ筆

欲
レ
有

レ

所
レ定
、
而

竟
不
レ能

二増
損

【。
魏
文
帝
与
二
呉
質

　書

日
、

孔
璋
章
表

殊
健
、
微

為
二繁

官
甲
。

元
瑜
書
記
翩
々
致
足

レ
楽
。

(
『
蒙
求
』
蹴
陳

琳
書

檄
)

三
六

(
『和

刻
本
六
臣
注

文
選
』
巻

四
四
)

右

の
よ
う
に

『
和
刻

本
六

臣
注
文
選
』
に

つ
い

て
は
、
そ

の
本

文

の
み

で
は
な
く
付
さ
れ
た
注

そ

の
も

の
が
利
用
さ
れ
る

こ
と
は
次

の
よ
う
な
例

で
も
確
認
さ
れ
る
。
「
洛
神
凌

波
」
(
『
桑
華
蒙

求
』
巻
下

・
12
)
は
有
名

な
曹
植

「
洛
神
賦
」

に
因
む
故
事

で
次

の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

魏
曹
植
字
子
建
、

魏
武
帝
第

三
子
也
。
初
封
二
東

阿
王

一、
後
改
封

二



雍
丘
王

一。
洛
神
謂
溺
二
於
洛
水

一為

レ神
也
。
植
有

レ所

レ感
、
託
而
賦

焉
。

賦
日
、
揚
二
軽
袿
之

綺
靡

一、
翳
二
脩

袖

一、

以
延
佇

、
体
迅
二
飛

鳧

一、
飄
忽
若

レ神
、
陵

レ波
微
歩
、
羅
襪
生

レ塵
。
云

々
。

こ
の
文

は
、
初
あ
か

ら

「
雍
丘
王
」
、

「洛
神

…
…
賦
焉
」
、
「
賦

日
…
…
云

云
」

の
三
部
か
ら
成

り
、

『
文
選
」

の
巻

一
九

(十
八
丁
、

二
十
三
丁
)

所
収

「
洛
神
賦
」

の
作
者

「曹
子
建
」
下

の
李
周
翰

に
依

る
人
物
注
記
か

ら

の
抄
出
と
、
賦
本
文
か
ら

の
抜
萃

で
あ

る
こ
と

は
下
記

に
提
示
す

る
通

り
で
あ

る
。

曹
植

の
伝
と
言

え
ば
恐

ら
く
先
ず

『
三
国

志
』

(巻

一
九

・
魏
書

・
陳

思
王
植
伝

)

に
詳
し
く
、

要
略
も

『
世
説
新

語
」

(文
学
第

四

・
66
話
所

引

『
魏
志
』
)

に
見

え
る
と
知
ら
れ

て
い
よ
う
が
、

そ
れ
ら
を
わ
ざ
わ
ざ

検
引
す

る
ま
で
も
な
く
、
注
釈
本

の
記
述
が

い
か

に
簡
便

で
有
用
な
役
割

を
果

た
す
も

の
で
あ

っ
た
か
が
察

せ
ら
れ

る

(
そ
れ

は
時

に
安
易
さ
と
う

つ
る
か
も
知
れ

な
い
が
)
。

注
釈
本

の
利
用
と
言

え
ば
、

『
古
文
真
宝
』

の
場
合
も
同
様

で
あ
る
。

例

え
ば

「
陶
潜
帰
去
」

(
『
桑
華
蒙
求
』
巻

下

・
㎜
)

に
は
次

の
よ
う

に

記

さ
れ

て
い
る
。

朱
文
公
云
。
帰
去
来
詞
、
乃
晋
陶
潜
渕
明
之
所

レ作
也
。
潜
為
二
彭
沢

『
桑
華
蒙
求
』
管
見
、

三
七



『
桑
華
蒙
求
』
管
見

県
令

一。
時
郡
守
遣
二
督
郵

一至
。
吏
白
、
当
二束

帯
見

フ之
。
潜
歎

日
、

吾
安
能

為
二
五
斗
米

一折

レ
腰
、
向
二
郷

里
小
児

一耶
。

即
日
解
二
印
綬

一

帰
去

、
遂
作

二
此
詞

一以
見
二
其
志

一。
後

以
二
劉
裕
将

7
移
二
晋
祚

一、

恥

レ事

三

一姓

一。

遂
不
二
復
仕

一。
宋
文

帝
時
、
特
徴

不
レ
至
。
卒
諡
二

靖
節
徴

士

一。
欧
陽
公

言
、
両
晋
無
二
文
章

一、
幸
独

有
二
此
篇

一耳
。

其
詞
義
夷
曠
蕭
散
。
雖
二
楚
声

一而
無
二
尤
怨
切
蹙
之
病

一。

こ

の
故
事

の
話
柄

そ
の
も

の
は

『
蒙
求

』

(娚
陶
潜
帰
去

)

に
も
実

は
全

(5
)

く
同
題

で
見

え
る
。
従

っ
て
そ
の

『蒙
求
』

の
本
文

を
そ
の
ま
ま
引

用
し

て
済
ま
せ
る

こ
と
も
可
能
な

は
ず

で
あ

っ
た
し
、
実
際
本
書

で
は

『
蒙
求
』

を
そ

の
ま
ま
利

用
し
た
と

こ
ろ
も
少

な
く
な
い
の

で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
こ

こ
で
は
何
を
用

い
た
か
と
言

え
ば
、
稿
者

は

『
古
文
真
宝
後
集
諺
解
大
成
』

(
『箋

解
古
文

真
宝

後
集

』

で
も
良

い
)
あ
た
り
か
と
考
え
る
。
「朱
文

公

云
」
以
下

の
文
章

は

『
諺
解
大

成
』
本

の

「
帰
去
来
辞

」
題
下

に
記
さ
れ

(6
)

た
注
記
と
完

全

に

一
致

す
る

の
で
あ
る
。

次

に
類
書

の
活
用

の

一
斑

に

つ
い
て
も
触
れ

て
お
き
た

い
。
「
望
帝

杜

鵑
」

(
『
桑
華
蒙
求
』
巻
上

・
4
)
は
次

の
よ
う
な
文

で
あ
る
。

蜀
之
先
肇
二
於
人
皇
之
際

一。
黄
帝
子
昌
意
娶
二
蜀
人
女

一生
二
帝
譽

一。

后
封
二
其
支
庶
於

蜀

一。
始
称

レ
王
者
、
自
名
二
蚕
叢

一、
次
伯
潅
、

次

魚
鳧
、
°后
王
日
二
杜
宇

一、
号
二
望
帝

一。
荊
人
鼈
霊
其
尸
随
レ
水
上
至
二

三
八

波
山
下

一。
見
二
望
帝

一立
為

レ相
。
自
以
徳
不

レ如
二
鼈
霊

一、
禅
二
位
鼈

霊

一号
二
開
明

一。
遂

自
亡
去
、
化
為
二
子
規

一。
蜀
人
聴

二
其
鳴

一
日
、

我
帝
魂
也
。

蜀

の
望
帝

(杜
宇
)

が
没

し
て
子
規

(時
鳥
)
と
成

っ
た
と
い
う
こ
の
有

名

な
故
事

そ
の
も
の
は
、
例

え
ば
、
『
文

選
』

(巻

四

・
左
思

「
蜀
都
賦
」

(7
)

(8

)

の

「鳥
生

二杜
宇
之
魄

」

と
あ
る
劉
渕
林
注
)
『
蒙
求
』

(
92
鼈
令
王

蜀
)

(9
)

(10
)

(11
)

『
華

陽
国
志
』

(巻

三

・
蜀
志
)

『太
平
寰
宇

記
』
『
禽
経
』

な
ど
も
ろ
も
ろ

の
中

国
書

に
見

え
、

本
朝

で
も
浅
井

了
意

『
新
語
園
』

(
巻
七

・
杜
鵑
付

(12
)

杜
宇
事
実
)

の
よ
う
な
先
行
書

に
伺

え
、
更

に
は
こ
の
頃
比
較
的

よ
く
用

(
13
)

い
ら
れ
た

『
事
文
類

聚
』

(後
集
巻

四
四

・
羽
虫
部

・
杜
鵑

)

に
も
勿
論

言

及
さ
れ

て
い
る

の
だ
が
、

本
書

本
文

に
最
も
近

い

の
は
実

は
次

に
記
す

『
円
機
活

法
』

(
巻
二
三

・
飛
禽
門

・
子
規
)

で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る

の

で
あ
る
。

望
帝
魂

寰
宇
記
云
。

蜀
之
先
肇
二
於
人

皇
之
際

一。
黄

帝
子
昌
意
娶
二
蜀
人

女

一生
二
帝
馨

一。

后
封
二
其
支
庶

於
蜀

一。
始
称

レ
王
者
、
自
名

二
蚕

叢

一、
次
伯

潅
、
次
魚
鳧
、
后

王
日
二
杜
宇

一、

号
二
望
帝

一。

荊
人

鰲
霊
、
其
尸
随
レ
水
、
上
至
二
波
山
下

一、
見
二
望
帝

一。
立
為
レ
相
。

自
以
徳
不
レ
如
二
鰲
霊

一。
禅
二
位
鰲
霊

一。
号
二
開
明

一。
遂
自
亡
去
、



化
為
二
子
規

一。
蜀
人
听
二
其
鳴

】日
、
我
帝
魂
也
。

〈注
。
文
中

「
鰲
」
字

は

「
鼈
」
に
同

じ

(異
体
字
)
で
、
「
听
」

と

「
聴
」
は
通
用
〉

本
書

に
見
え
る
中
国
故
事
が
、
後
続
書

の
記
述
と
ど
う
絡
む

の
か
、
そ

の
影
響

に

つ
い
て
も
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な

い
。
類
似

の
故
事
書
も
少

な
く
な

い
と

い
う

こ
と
が
背
景

の

一
端

に
な
く
も
な

い
が
、
今
後
更
な
る

調
査

を
重

ね
る
必
要
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。

四

次

に
対

の
奇
数
番

に
見

え
る
日
本

の
故
事

に

つ
き
、
そ

の
記
事

の

一
斑

に
触

れ

て
お
き
た
い
。
本
朝

の
書
籍

で
比
較
的
利

用
度

の
高

い
も

の
を
挙

げ

る
と
す

れ
ば
、
次

の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

日
本
書
紀

平
家
物

語
或

は
源

平
盛
衰

記

十

訓
抄

元
亨

釈
書

本
朝
神
社
考

日
本
古
今
人
物
史

本
朝
蒙
求

本
朝
語
園

前
半

の

『
日
本
書
紀
』

(
そ
の
注
書

『
釈

日
本
紀
』

の
利

用
も
散
見
す

る
)

『
平
家
物
語
』
(或

は

『
盛
衰
記
』
と
も
)
『
十
訓
抄
』
『
元
亨
釈
書
』
な
ど
、

中
世
以
前

の
書

(刊
本
)

の
利
用

に

つ
い
て
は
殊

に
特
色

あ
る
も

の
と
は

言

え
な
い
が
、
近
世

に
入

っ
て
編

さ
れ

た
後
半

の
四
著

に
や
や
新
鮮
味
を

『
桑
華
蒙
求
』
管
見

窺
う

こ
と
も
可
能
と
言
う

べ
き

か
。

就
中

『
日
本

古
今
人
物
史
』

(
宇
都

宮
遯
庵
。
寛
文
九
年

〈
一
六
六
九
〉
刊
)
『
本
朝
蒙
求
』

(菅
仲
徹
。
貞
享

三
年

〈
一
六
八
六
〉
刊
)
『
本
朝
語
園
』
(
孤
山
居
士
。
宝
永
三
年

〈
一
七

〇
六
〉
)
と

い

っ
た
通
俗
人
物
志
を
積
極
的

に
利
用
し

て
い
る
点

に
は
意

を
留
め

て
お

い
て
良

い
か
も
知
れ
な

い
。
既

に

『
本
朝
蒙
求
」

の
小
考

で

(14
)

言
及
し
た

こ
と

で
も
あ
る
が
、
本
書

の
場
合
も
人
物
説
話
等

の
典
拠
は
必

ず
し
も
所
謂
原
拠

書

に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な

い
こ
と
が
少
な
く
な

い

(
つ
ま
り
孫
引
も
多
く
存
す
る
と

い
う

こ
と
)。

抑
、

説
話
は
書
承
さ
れ
る

こ
と

で
諸
書

に
播

敷
し

て
拡

が
り
、

そ
れ
に
依

っ
て
時
人

の
教
養

と
し

て

広

く
定

着
し

て
ゆ
く
も
の

で
あ
れ
ば
、

そ
の
事
自
体

に
何

の
不
思
議

も
な

い
わ
け
だ
が
、
以
下

で
は
そ
う
し
た
書

承
の
流

れ

の
中

に
お
け
る

『桑
華

蒙
求
』

の
位

置
に

つ
い
て
、

そ
の

一
端

を
窺

っ
て
み
る

こ
と
と
し
た
い
。

例
え
ば

、
聊

か
長

い
が
、
賀
茂

神
社
を

め
ぐ

る
次

の
よ
う
な
記
事

が

『本
朝
神
社
考
』

(上
之

一
・
賀
茂
)

に
見

え
る
。

(前
略
)
昔
城
北
出
雲
路
有
二
小
女

}。
浣
二
衣
鴨

河

一。

一
箭
流
来
、

鴨

羽
加

レ
筈
。
女
取

帰
レ
家
、
挿
二
之
檐

牙

一。
已
而
女
娠

産
レ
男
。
父

母
問
二
其
夫

一。
女

日
、
無
二
父
母

一。
以
為
レ
匿
而
不

レ言
。
児
三
歳
時
、

父

母
議
以
為
、

世
豈

有
二
無

レ
父
之
児

一哉
。

思
、
此

里
人
乎
。

宜
下

旦
ハニ
酒
膳

一宴
中
里
夫
上
。
令
二
児
持

7
杯
、
試
告
言
、

以
二
此
杯

一置
二
汝

三
九



『桑
華
蒙
求
』
管
見

父
所

一。
其

得
レ
杯
之
人
、

乃
児
父
也
。
於

レ
是
大
会
二
郷
人

一、

数
爵

後
令

二
児
送

7
杯

。
児

取

レ
杯
、

穿
二
稠

人

一出

レ
堂
、

置

二
簷
上
鴨

箭

所

一。
父

母
及
諸
人
怪
焉
。

僉
日
、
此
矢

鴨
羽
、
宜
下
姓

二此

児

一為
中

賀
茂
氏
上

〈鴨
、
和
訓
賀
茂
〉
。
於

レ是
児
化
為

レ雷
上
レ
天
、
母
又
同

時
登

レ天
。
今
之
賀
茂
中
祠
、
昔
為
二
田
中

一時
、
田
主
播

レ秧
其
苗
俄

変
成

二槻

樹

一。
母
氏
降

二
樹
下

一為

レ神
。

今
賀
茂
中
宮

是
也

。
児
又

降
為

レ神

。
賀
茂
上
宮

是
也

〈
日
本
僧
史

〉
。
公
事
根

源
云
。
下
賀

茂
御
祖
、
上
賀
茂
別
雷
。
御
祖
神
者
号
二
玉
依
姫

一。
賀
茂
健
角
身
命

之
女
也
。
或
時
逍
二
遥
于
瀬
見
小
河
辺

一。
有
二
丹
塗
矢

一、
自
二
河
上

一

流

下
。

玉
依
姫
採

レ
矢
夾
二
屋

上

}。

頃
之
有

レ
身
、

遂
生
二
男

子

一。

不
レ
知

二
其
父
為

7
誰
也
。

一
日
謀
聚

二
里
人

一設

レ
宴
、

授
二
盃
于
男

子

一日
、
此
盃
可

レ与

二汝
父

一。
時

児
擲

二盃
于
虚
空

一、
踏

二破
家

屋

一

日
、

我
是
天
神
之

子
也
。
飛
而
上

レ
天
。
是

即
別

雷
神

也
。
其
丹
塗

矢
者
、
今

松
尾
大

明
神

是
也
。
神
書
抄

云
。

丹
塗
矢
者
、
大

己
貴
之

所
レ
化
也
。

(下

略
)

(15
)

こ
の
記
事

の
後
半

の
傍
線

部

(即
ち

『
公
事

根
源
』
所
引
文
)
を
そ

の
ま

ま
抜
出
し

て
作

ら
れ

て
い
る
の
が
実

は

『
桑
華
蒙
求

』

(巻
下

・
13
玉
依

夾
矢
)
の
本
文

で
あ
り
、
更

に
そ
の
記
事

の
贅
言

(「
或
時
」
「白
二
河
上

一」

「
玉
依
」
、

「採

レ
矢
」

の

「
矢
」
、

「
為
レ
誰
」
、

「大

明
神
」

の

「
大
」
、

「
是

四
〇

也
」)
を
削
り
、
わ
か
り
易
く
言
換
え

(「
有
レ身
」
を

「
有
レ娠
」
と
す
る
)
、

文
字
を
改

め

(
「
疫
二
盃
干
男
子

一」
を

「
採
二
杯

于
男
子

一」

と
す
る
。
但

し

こ
の
変
更

は
好
ま
し
く
な

い
が
)
た
り
し
た
も

の
が
、
次

の

『
扶
桑
蒙

求
』

(巻
上

・
2
玉
依
夾
矢
)

の
本
文

で
あ

る
。

下
賀
茂
御
祖
上
賀
茂
別
雷
御
祖
神
者
、
号
二
玉
依
姫

一。
賀
茂
健
角
身

命

之
女

也
。

逍
二
遥
瀬

見
小

河

辺

一
、

有

二
丹

塗
矢

一流

下
。

姫
採

夾
二
屋
上

一。
頃
之
有

レ娠
、
遂
生
二
男
子

一。
不

レ知
二
其
父

一也
。

一
日

謀
聚
二
里
人

一設

レ宴
、
採
二
杯
于
男
子

一
日
、
此
盃
可

レ与

汝

父

一。
時

児

擲
二
杯
于

虚
空

一、

踏
二
破

家
屋

一日
、

我
是
天
神

之
子
也
。

飛
而

上

レ天
。
是

即
別
雷
神
也
。
其
丹
塗
矢
者
今
松
尾

明
神
。

こ
の

『扶
桑
蒙
求
』
(岸
鳳
質
著
。
全
三
巻
。
天
保
十

四
年

〈
一
八
四
三
〉

十
月

刊
。
東
都
書
肆

〈
江
戸
下

谷
御
成
道
〉
青
雲
堂
英
文
蔵
梓
)

は
著

し

く

『桑
華
蒙
求
』

の
影
響
を
受

け

て
お
り
、
大
部
分

が
そ

の
抜
書

で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
程

な
の

で
あ
る
が
、

そ
れ
と
は
異

な
る
場

合
も
な
く
は

な

い
。

林
読
耕
斎

の

『
本
朝
遯
史
』

(
巻
下

・
紀
俊
長
)

に
次

の
よ
う
な
記
述

(
16
)

が
見
え
る
。

俊
長
者
世
世

居
二
南
紀

一。
為

二
日
前
国
懸
宮
之

神
職

一。
俊
長
喜
読

レ

書
、
善
二
詠
歌

一、
叙
二
従

三
位

一。
後
小
松
帝

有
レ
詔
采
二
其
歌

詞

一者



凡
百
餘
篇
。
毎

レ有

二林
示
苑
遊
宴

一、
遠

召
預

レ之
、
為

二
侍
従

一、
聴
二

内

昇

殿

【
。

俊

長

不

レ
慕

二
栄

利

}
、

不

レ
好

二
紛

冗

一
。

応

永

十

二
年

三
月
、
出
二
俗
塵

一、
退
二
居
于
南
紀
之
舎

一、
改
名
二
宗
傑

一。

其
所

レ
居
有
二
梅
数
百
株
竹

数
千
茎

一。

乃
以
二
梅
竹

一為

二
軒
之
榜

一。

蓋
効

二
山
陰
之
種

レ竹
者

一日
二
竹
隠

一、

擬
二
孤
山
之
詠

レ
梅
者

一日
二
梅

隠

一也
。
又
貯
二
書
籍
万
軸

【、
誦
読
而
楽
焉
。
往
往
引
二
酒
徒
琴
侶

一、

宴
酔
而
娯

焉
。
論
者
謂
、

此
人
朝
之
則

以
二
宏
才
奥
学

一擢
二
身
於
雲

霄
之
上

一、
野
之
則

以
二
優
遊
自
得

一、
棲

二
情
於
山
水
之

間

}、
晏
如

淡
如
、

以
レ
此
自
終
。

不
二
亦
賢

一哉
。

俊
長
倭
歌
新
後

拾
遺
集
新
続

古
今
集
各
載

レ之
。

こ
の
記
述

の
冒
頭
か
ら
六
行
目

「
宴
酔
而
娯
焉
」
迄
を

ほ
ぼ

そ
の
ま

ま
に

引
用

(但
し
途
中

の

「
応
永
十

二
年

二
月
」
を

「
応
永
年
中
」

に
改
む
)

し

た
の
が

『
日
本
古
今
人
物

史
』

(巻

二

・
名
家
伝

・
5
俊
長
伝

)

で
あ

り
、
『
桑
華
蒙
求
』

(巻
中

・
87
俊
長
万
軸
)

は
そ
の

『
古
今
人
物
史
』
か

ら
全
文
を
借
用

(但
し

「
退
二
居
于
南
紀
之
舎

匚

の

「
于
」

の

一
字
だ
け

は
削
除
さ
れ

る
)
し

て
い
る
の
だ
が
、
『
扶
桑
蒙
求
』

(巻
下

・
97
俊
長
梅

竹
)

の
次

の
文

は

『
遯
史
』

の
記
事
を
抄
出
し
わ
ず

か
に
表
現
を
変
え
た

(
17
)

(傍
点
部
分
参
照
)
も

の
な

の
で
あ

っ
た
。

紀
俊
長
者
肥
前
国
県
官
之
神
職
也
。
嗜
二
詠
歌

一、
叙
二
従
三
位

一。
後

『
桑
華
蒙
求
』
管
見

小
松

帝
有
レ
詔
、
毎

レ
有
二
禁
苑
遊
宴

一、
遠
召
預

レ之

。
応
永
十

二
年

春
退
二
居
于
南
紀

一、
改
名
二
宗
傑

一。
其
所

レ居
有
二
梅
数
百
株
、
竹
数

千
茎

】。
乃
以
二
梅
竹

一為
二
軒
之
榜

一。
蓋

効
二
山
陰
之
値

レ
竹
者

一
日
二

(植
)

竹
隠

一、
擬
二
孤
山
之
詠

レ梅
者

一、

日
二
梅
隠

一也
。
書
籍
巨
万
、
誦
読

唯
耽
日
、
招
二
酒
徒
琴
侶

}宴
酔
而
娯
焉
。
此
人
朝
則
以
二
宏
才
博
学

一、

擢

身

於
雲
霄
之
上

一、
夕
則
以
二
優
遊
自
得

一、
棲
二
情
於
山
水
之
間

}。

不
二
亦
賢

一哉
。
孰
誣
嶄
在
二
新
後
拾
遺
新
続
古
今
等

[。

猶
、
本
朝
故
事

の
書
承

の
在

り
よ
う
に

つ
い
て
は
、
更

に
様

々
な
ケ
ー

ス
が
あ

り
、
今
後
も
全

三
百
話
を
越

え
る
そ
れ

ら
の

一
つ

一
つ
に
照
明
が

当

て
ら

れ
ね
ば
な

る
ま

い
が
、

そ
の
更
な

る
詳
細

に

つ
い
て
は
、
今

は
稿

を
改
め

る
と
言
う
他
あ

る
ま

い
。

五

と

こ
ろ
で
、
本
書

の
中

に
は
従
来
知
ら
れ

て
い
る
話
柄
と

は
異
な
り
、

そ
の
由
来

の
経
路
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
な

い

(或

は
誤
伝
か
と
思
わ
れ

る
)
も

の
も
見
え

る
よ
う
だ
。
最
後

に
そ
の

一
節

に
触
れ

て
お
き
た

い
。

「
匡
房
文
預
」

(巻
中

・
搦
)

の
記
事

は
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ

る
。

正

二
位

権
中
納

言
大
江

匡
房
、

博
学
洽

聞
、
並

工
二
詩

歌

一。

家
系

出

レ自
二
音
人

一。
従

四
位

信
濃
守
成
衡
子
也
。

世
継
二
儒
業

一。

曽
祖

四

一



『桑
華
蒙
求
』
管
見

匡
衡
擅
二
名
博
識

一、
故
蔵
書
汗
充
。
匡
房
毎
恐
二
古
巻
蠧
腐

一、
貼
背

整
頓
、
標

軸
印
記
。
人

間
二
其
故

一。
答

日
、
予
是
江
家

文
預

〈
猶

レ

言

レ掌

レ籍
〉
也
。
何
翅
為
二
己
有

一焉
。
匡
房
拝
二
太
宰
府
帥

一。
故
時

人
称
二
江
帥

一不

レ名
。

文
中

に
出

て
く

る

「
江
家

の
文
預
」

と

い
う
故
事

は
実

は
次

の
よ
う

に

『
江
談
抄
』

(第

一
・
48
亡
考
道
心
事
、
第

二

・
17
音
人
卿
為
二
別
当

一時
長

岡
獄
移
二
洛
陽

一事
)

に
見
出

せ
る
も

の
で
あ

る
。

身

に
お
い
て
学
び

て
抜
群

な
ら
し
む
る
は
、
先
考
無
才
為

り
と

い

へ

ど
も
、
能

く
伝
家

の
文
書

の
条

々
、
書

写
を
為

し
て
加

へ
ら
る
る
の

致
す

と
こ
ろ
な
り
。
先
考

は
明
障
子
を

も

っ
て
四
面

に
立

て
、

そ
の

中

に
家

の
文
書

を
曝
涼

し
、
皆

こ
と
ご

と
く
印

を
捺

せ
り
。

ま
た
、

損

じ
失

せ
た
る
と
こ
ろ
に
は
、
必

ず
そ
の
本

を
尋
ね
求

め
て
共
継

せ

ら
る
る
な
り
。
常

に
は

「我

は

こ
れ
江
家

の
文

預
か
り
な
り
」

と
そ

申

さ
れ
侍

り
し
。
青
侍

四
人

を
も

つ
て
件

の
障

子

の
中

に
置
き
、

一

人

に
は
続

飯
を
糊

せ
し
め
、

一
人

に
は
文

を
披

か
し
め
、

一
人

に
は

継
ぎ
立

た
し
め
、

一
人

に
は
書
き
継
が
し
む
。

か
く

の
ご
と
く
し

て

年
月
を
送

る
。

後
代

の
物
語
な
り
。
披

露
せ
ら
る

べ
か
ら
ざ
る
か
、

と
。

(
第
二

・
17
)

但
し
、
『
江
談

抄
』
新

大
系

本

の
注

に
指
摘
す
る
通
り
、

「
江
家

の
文

預
か

四
二

り
」

だ
と
言

っ
た

の
は
、

『
桑
華
蒙
求
』

に
記
す

「
匡
房
」

な
ど

で
は
な

く
、

そ
の

「
父

の
成
衡
」

で
あ

り
、
蔵
書

の
修
補

や
印
を
押
し
た

の
も
父

に
他

な
ら
な

い
。

で
は
こ
の
齟
齬

は
い
か

に
し

て
生
じ

た
も

の
な

の
か
。

本
書
著
者
が

『
江
談
抄
』

の
記
事
を
誤
解
し

た
も

の
な
の
か
、
と
思

っ
て

い
た
と

こ
ろ
、
本
書

に
先
行
す

る

『
本
朝
語
園
』

(巻

四

・
躅
江
家
文
預
)

の
次

の
如
き
記
述

に
逢
遇
し

た
。

江
匡
房
常

二
累
代
文
書

ヲ
ヒ
ラ
キ
其
朽
損
ズ

ル
ヲ
悉

ク
ミ
ナ
修
理

シ

印

ヲ
捺

シ
テ
、
是

ヲ
重

ズ
ル
事
極

リ
ナ
シ
。
或
人
故

ヲ
問

ケ

レ
バ
、

幣
人

ハ
江
家

ノ
文
預

ナ
リ
ト
ゾ
。

ワ

レ

フ
ミ

ツ
カ

サ

匡
房

が

「江
家

ノ
文
預
」

で
あ
る
と
述

べ
た
も

の
と
し
て
は
、
現
在
迄

の

と
こ
ろ
こ
の
記
事

が
管
見

で
は
最
も
古

い
も
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、

猶
、

こ
の
誤

り
の
渕
源

は
他

に
も
あ
る
の
か
も
知

れ
な
い
、

と
い
う
思

い

を
未

だ
に
払
拭

で
き
な
い

で
い
る
。

[
注

]

(1
)
木

下
利
貞

の
嫡
男
。

足
守
藩

二
万
五
千
石

(但
し
、
舎
定

の
頃

の
年

貢

収
納
高

は

一
万
二
千
～

四
千
石
台

で
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
)

四
代
目
藩

主
。
延
宝

七
年

(
一
六
七
九
)

八
月
十

四
日
に
襲
封
し
、

享
保
十

四
年

(
一
七
二
九
)
五
月
二
日

に
退
く
が
、

そ
の
五
十
年
間

に
及

ぶ
治
世

に
は
、



延
宝

・
享
保

の
大

飢
饉
や
三
度

に
わ
た

る
江
戸
屋
敷

の
炎
上
、

ま
た
公

役

(朝
鮮
使
節
馳

走
役

や
御

所
普
請
役

な
ど
)
を
仰

せ

つ
か

る

こ
と
も

少
な

く
な
く
、

逼
迫
す

る
財

政

の
立
直

し

に
追

わ
れ

て
い
た
よ
う

で
あ

る
。

所
謂
松

の
廊

下
刃
傷
事
件

後

の
、

浅
野
家
取
潰

し

に
伴

う
赤

穂
城

請
取

に
出
向
き
、

脇
坂
淡
路
守

に
引
渡

し
た

の
も
倉
定

で
あ

る
。

他

に

『
桑
華
雑
俎
』
や
謡
曲

「菊
之
下
水

」
な
ど

の
作
品

が
あ
る
。

彼
は
若
年

の
頃

よ
り
文
学

(学
問
)

に
志

し
、

日
夜
史
書
を
繙

く
好
学

の
人

と
し

て
聞

こ
え
、
岡
山
県
史

の
中

で
も
名
君
と
称
え
ら
れ

て
い
る
。

(2
)
拙
編
著

『本
朝

蒙
求
の
基
礎
的

研
究
』

(和
泉
書
院

・
二
〇
〇
六
年
)

で
、

『
桑
華

蒙
求
』
が

『本
朝
蒙
求
』

の
大
き
な
影
響

の
下

に
あ
る

こ
と
を
論

じ

て
い
る

の
で
参
照
さ
れ
た

い
。

(
3
)

稿
者

の
披
見

し
た

の
は
京
都

大
学
図
書
館

蔵
本

(61
i

ソ
ー

6
。

全
三

冊
)

で
、
書
名
題

簽
は
篆
書
。

縦

二
十
六

・
七

セ

ン
チ
、
横
十

八

・
九

セ
ン
チ
の
大
本

で
、

表
紙

の
色

は
朱
色
。

木
活
字
を
使

用
し

て
い
る
も

の
の
活
字
が
や
や
痩
せ
て
不
分

明
な
と

こ
ろ
も
少

々
あ

る
。
送
り
仮
名

・

ル
ビ

・
返
り
点
等

は
す

べ
て
な
い
無
点
本

で
、
下
冊
末

尾

に
は
以
下

の

識
語
が
見

え
る
。

「右
桑
華
蒙
求

三
巻
、
備
中
足
守
侯
所

レ著
。
蓋
倣
二
李

瀚
蒙
求

一、
比
二類
和

漢
之

故
事

一也

。
其
書
非
二
唯
童
蒙
之
益

一、

大
方
之

人
亦
於

レ検
二
和
漢
比

偶

一、

大
有

レ益
。
刻

本
今
存
者
尠

矣
。
今
茲

長
畧

之
餘
暇
、

以
二
活
字

一印
二
数
十
部

一、
頒
二
同
好

一以
省
二
謄
写
之

労

一耳
。

天
保
十
五
年
歳
次
甲
辰
晩
秋
。
源
玄
寧
誌

團

團
」
。

(4
)
福
田
宇
中
箋
註
、

林
正
躬
訂
正

(全

三
冊
)
。
浪
華
書
林

く積

玉
圃

積

『桑
華
蒙
求
』
管
見

善
館
〉
蔵
梓
。

冒
頭

に
西
周

の

「桑
華
蒙
求

序
」

(明
治
十
六
年
二
月

一

日
付
)
、
中
村
敬
宇

の
序

(明
治
十
六
年
五
月
六

日
付
)

が
あ
り
、
鳳
岡

の
序

(版
本
収
載

)

の
後

に
福
田
宇
中

の
序

(明

治
十
六
年

一
月

付
)

が
記

さ
れ
、
下

冊

の
末
尾

に
は

「明
治

十
五
年
十

二
月
十
六

日
版
権
免

許
、

定
価
金

一
円
二
拾
五
銭
、

著
者

〈故

人
〉
葵
峰

豊
公
定
、
箋

註
者

〈徳
島

県
士
族
〉
福

田
宇
中

〈
同
県
下
名

東
郡
富

田
浦
町
二
千

三
百
壱

番
地
〉

出
版
社

〈大
阪
府

平
民
〉
柳
原
喜
兵
衛

〈東
区
北
久

太
郎
町
四

丁
目
拾
五
番
地
〉

〈大
阪
府

平
民
〉
花
井
卯
助

〈東
区
安
土

町
四
丁
目

拾
壹
番
地
〉
」

と
見
え

て
い
る
。
猶
、
本
書

は

「
箋
註
」
と
言

っ
て
も
、

上
欄
外

に
各
話

の
感

想

・
賛
辞

め

い
た
語

を
若
干
連

ね
る
程
度

で
、

出

曲
ハ等

の
内

容

の
子
細

に
及

ぶ
も

の

で
は
な
く
、

そ
の
点
遺
憾

と
せ
ざ
る

を
え
な

い
。

(
5
)
因

み
に
そ
の
本

文
を
掲
げ
る
。
「
晋
陶
潜
字
元
亮
、
潯
陽
人
、

大
司
馬
侃

曽
孫
。
少
懐
二
高
尚

一、
博
学
善
属

レ文
。

穎
脱
不
羇
、
任

レ真
自
得
、
為
二

郷
隣
所

ワ
貴
。

嘗
著
二
五
柳
先
生
伝

一以
自
況
。

時
人
謂
二
之
実
録

一。
為
二

彭
沢
令

一、
在

レ県

公
田
悉
令

レ種
二
杭
穀

一。

日
、

令
三
吾
常
酔
二
於
酒

一足

矣
。
妻
子
固
請

レ種
レ杭
。

乃
使
二
一
頃
五
十
畝
種

レ杭
、
五
十
畝
種

7
杭
。

素
簡
貴
不
三
私
事
二
上
官

一。
郡
遣

二督
郵

一至

レ県
。
吏
白

、
応
二
束
帯
見

万

之
。
潜
歎

日
、
吾
不
レ能
下為
二
五
斗
米

}折
占
腰
。
拳

々
事
二郷

里
小
人

一邪
。

即
解
二印
綬

一去

レ県
、
乃
賦
二
帰
去
来

一。

後
徴
二著

作
郎

一不

レ就
。
又
不

レ

営
二生
業

「

遇

レ酒
則
飲
。
嘗
言
夏

月
虚
問
、
高
二
臥
北
窓
之
下

一、

清
風

颯
至
、
自
謂
二
羲
皇
上
人

一。
性
不
レ解

レ音
、
畜
二
素
琴

一
張

一。
絃
徽
不

レ

四

三



『
桑
華
蒙
求

』
管
見

具
。

毎
二
朋
酒
之
会

一、
則
撫
而

和
レ之

日
、
但
識

二琴
中

趣

一。

何
労
二
絃

上
声

一」。

(6
)
猶
、

「帰
去
来
辞

」

は

『文

章
軌
範
』

(巻
七
)

な
ど

に
も
採

ら
れ

て
い

る
が
、
注
記

の
様

態
が

一
致

す
る
と

い
う
点

で
は

『
古
文
真
宝

後
集
諺

解
大

成
』

(或

は

『
箋
解
古
文
真

宝
後
集
』
)

に

一
籌
を
輸
す

べ
き
も

の

と
考

え
ら
れ

る
。

(
7
)

「蜀
記

日
、
昔
有

レ人
、
姓
杜
、
名
宇
。

王
レ蜀
。

号
日
二望
帝

皿。
宇
死
。

俗
説

日
、
宇
化
為

二子
規

一。

子
規
、
鳥

名
也
。

蜀
人

聞
二
子
規
鳴

一、
皆

日
二
望
帝

」
。

(8
)

「蜀
王
本
記

日
、

荊
人
鼈
令
死
。
其
屍
流
亡
、
随

一江
水

一上
至

成

都

一、

見
二
蜀

王
杜
宇

一。

立
以
為

レ
相
。
杜

宇
号
二
望
帝

一。

自

以
徳
不

レ如

一鼈

令

一。
以
二
其
国

一禅

レ之
。
開
明
帝
下
至

二五
代

一、
有
二
開
明
尚

}。

始
去
二

帝
号

一、
復
称
レ王
」

に
は
少

し
類
似
す

る
部
分
も
あ

る
。

(9
)

「蜀
之
為

レ国
、
肇
二
於
人
皇

一、

与
レ巴
同

レ囿
。
至
三
黄
帝
為
二其

子
昌
意

一

娶
二
蜀
山
氏
之
女

一、
生
二
子
高
陽

一。

是
為
二帝
罌

一。
封
二
其
支
庶
於
蜀

一、

世
為
二
侯
伯

一。
歴
二

(唐
虞
)
夏
商
周

一…
…
周
失
二綱
紀

一、

蜀
先
称

レ王
。

有

二
蜀
侯
蚕
叢

一。

其

目
縦
、
始

称

レ王
。

…

…
次

王
日
二
柏
潅

一、

次
王

日
二
魚
鳧

一。
王

田
二於

揃
山

一、
忽
得
二仙
道

一。
…
…
後
有
レ王
日
二杜
宇

一。

教

レ民
務

レ農
。

…
…
七

国
称
レ王

、
杜
宇
称

レ帝
。

号
日
二
望
帝

一。

…
…

会
有

一水
災

一、
其
相
開
明
、
決

二玉
塁
山

一、
以
除
二
水
害

一。

帝
遂
委
以
二

政
事

[。
法
二尭
舜
禅
授
之
義

一、

遂
禅
二
位
於
開
明

一。
帝
升
二
西
山

一隠
焉
。

時

適
二
月
、

子
鵑
鳥
鳴
。

故
蜀
人
悲

二子
鵑

鳥
鳴

一也
。

巴
亦
化
二
其
教

一

四

四

而
力

二農
務

一、

迄
レ今

巴
蜀
民
農
時
、

先
祀

一杜
主
君
開

明

一。

(
開
明
)

位
号

日
二叢

帝

一。

…
…
」。

(
10
)

「寰
宇
記
。
蜀
之
先
肇

二於
人
皇
之
際

}。
其
後
有

二王
者

一日
杜
宇

一、

称
レ

帝

日
二
望
帝

一。

時
有
二荊

人
鼈
霊

一。
其

尸
随
レ水
上
至

二波
山
下

一。
忽
復

生
見
二
望
帝

一。

帝
立
以
為
レ
相
。
後
帝
自
以
其
徳
不

レ如
二鼈

霊

}。
因

禅

　

位
於
鼈
霊

一、
号

一開
明

一。
遂
自
亡
去
化
為
二
子
鵑

[。

故
蜀
人
間
子
鵑
鳴

日
、

是
我
望
帝
也

〈蜀
王
本
紀

云
、
杜
宇
為

一望

帝

一、

淫

}其
臣

一
。
鼈

霊
妻
乃
禅
レ
位
亡
去
時
、
子
鳩
鳥
鳴
。
故
蜀
人
見
二鵑
鳴

一而
思
二望
帝

一〉
」

(『渕
鑑
類
函
』

〈巻
四
二
八

・
杜
鵑
〉
所
引

の

『太

平
寰
宇

記
』

に
依

っ

た
)
も
か

な
り
近

い
。

(
11
)

「江
介

日
二
子
規

一、

蜀
右
日
二杜

宇

}。
望
帝
杜

宇
者
、
蓋
天
精
也
。
李
膺

蜀
志

日
、
望
帝

称
二王

於
蜀

一。
時
荊
州

有
二
一
人

一、

化
従
二
井
中

一
出
、

名

日
二
鼈
霊

一。
於
レ楚
身

死
、
屍
反
二
沂
流

一上
、

至
二波
山
之
陽

一、
忽
復

生
、

乃
見
二望
帝

一。
立
以
為

レ相
、
其
後
巫
山
龍

鬪
、

壅
レ江

不
レ流
。
蜀

民

塾
溺
。

鼈
霊
乃
鑿

二
巫
山

一、

開

一三
峡

一、

降
レ
丘
宅

レ土
。

人
得

陸

居

一、

蜀
人
住
二
江
南
羌
住
城

北

一、
始
立

二木
柵

】。
周

三
十
里
。
令

鼈

霊
為

二刺
吏

一。
号
日
二
西
州

一。

後
数
歳
望
帝
以
一一其
功
高

一、

禅
二位
於
鼈

霊

一、

号
日
二
開
明
氏

一。
望

帝
修
レ
道
処
二
西
山

一而
隠
化
為

一杜
鵑
鳥

一。

或

云
化
為

二杜
宇
鳥

一、
亦

日
二子
規
鳥

}。

至
レ春
則
啼
、
聞
者
悽
惻
」。

(12
)
「

(蜀
王
本
記
)
杜
宇

ハ
蜀

ノ
望
帝

ノ
名
ナ
リ
。
初

メ
鼈
霊

ト
云

フ
者

ノ

楚

二
死

シ
テ
尸

ヲ
河

二
投

二
泝

テ
波

山

ノ
下

二
至

リ
、
忽

二
蘇

ヘ
ル
。

乃

シ
望
帝

是

ヲ
立

テ
テ
相
ト

ス
。

其
頃
巫
山
崩

テ
江

ヲ
壅
グ

。
蜀
国

ノ



民
多

ク
洪
水

二
遭

テ
患

ト

ス
。
鼈
霊
乃

シ
巫
山

ヲ
鑿

テ
三
峡

ロ
ヲ
開

ク
。

即

チ
賞

シ

テ
西
川
皇
帝

ト

シ
、
功

ヲ
以

テ
位

ヲ
禅

リ
テ
蜀
山

二
死

ス
。

時

二
子
規

ノ
鳴
故

二
蜀
人
是

ヲ
聞

テ
望
帝

ヲ
悲

テ
、
杜

宇

ノ
霊
魂

ナ
リ

ト
云

フ
。

荊
楚
歳
時

記

二
、
杜

鵑
初

テ
鳴

時

二
先

ヅ
聞

ク
者

ハ
別
離

ノ

悲

二
遇

ト
。

厠

二
在

リ

テ
聞

コ
ト
有

ハ
不
祥

ナ
リ
。
狗

声

ヲ
作

テ
厭
ト

云

ヘ
リ
。

異
苑
及

ビ
酉

陽
雑
俎

二
、
嘗

テ
人

ア
リ
、
出

テ

テ
行
山
中

ニ

シ
テ

一
群

ヲ
見

ル
。

聊
力
其
声

ヲ
学

フ

ニ
即
チ
死
此
鳥
啼

テ
吻

ヨ
リ
血

出

ヅ
。
鳥

ノ
状
雀
鷂

ノ
如

シ
。

色
惨
黒

ニ
シ
テ
小
冠

ア
リ
。
春

ノ
暮

ヨ

リ
鳴
初

テ
、

夜
啼

テ
旦

二
達

ス
。

鳴

バ
則

チ
北

二
向

フ
。

其
声
哀
切

ニ

シ
テ
昼
夜
止

ズ
。

田
家

是

ヲ
候

テ
以

テ
農
事

ヲ
興
。
只
虫

蠧

ヲ
食

フ
。

自

ラ
巣

コ
ト
能

ハ
ズ
、
他

ノ
巣

二
居

テ
子

ヲ
生

ス
。
冬

ハ
則
チ
蔵
蟄

ス
。

古

詩
日
、
杜
宇
曽
為
二
蜀
帝
王

一、
化
レ禽

飛
去
旧
城
荒
、
年
年
来
叫
桃

花

月
、
為
向
二春
風

一訴
二
国
亡

一矣
。
羅
鄰
詩
日
、
蜀
魂
千
年
尚
怨
レ誰
、
声
々

啼

レ血
向
二
花
枝

一、
満
山
明
月
東
風
夜
、
正
是
愁
人
不
レ
寐
時
矣
」。

(13
)

「望
帝
化

二杜
鵑

一
く
蜀
之

先
肇
二
於
人
皇
之
際

一、

至
二黄

帝

一子

昌
意
娶
二

蜀
人
女

一、
生
二
帝
譽

一。
後

封
二其

支
庶
於
蜀

一、
歴

二夏
殷

周

一始

称
レ
王

者
、

自
名
二
蚕
叢

}。
次

日
二柏

潅

一、

次
日
二
魚
鳧

一。
其
後

有
レ
王
日
二杜

宇

一。
杜
宇
称

レ帝
号
二
望
帝

一。

自
恃
二功
徳
高

一。

乃
以
二褒
斜

一為
二前

門

熊

一耳
。
霊

関
為

後
戸
玉
塁
峨
眉
為
二
池
沢

一。

時
有
二刑
人

鰲
霊

一。
其

尸

随

レ水

上
、

荊
人
求

レ之

不
レ
可

レ得
。

鰲
霊

至
二
波
山
下

一、

忽
復
見

二望

帝

一。
帝
立

以
為
レ
相
。
後
帝
自

以
其
徳
不
レ
如
二鰲

霊

一。

因
禅
二位

於
鰲

霊

}。
号
二開
明

一。
遂
自
亡
去
、
化
為

二杜
鵑

一。
故
蜀
人
聞
二
子
鵑
鳴

一日
、

『桑
華
蒙
求
』
管
見

是
我
望
帝

也
〉
寰
宇

記
李
膺
蜀
志

大
略
同
」

は
か
な

り
近

い
文
章

で
は

あ
る
。

(14
)
注

(2
)
所
引
拙
編
著
参
照
。

(
15
)
猶
、

類
似

の
故
事

は

『釈

日
本

紀
』

(巻
九
所
引

『
山
城
国
風
土

記
』)

『本

朝
月
令
』

(
四
月
)

『伊

呂
波
字
類
抄

』

(加

)
『
古
事
記
伝
』

(巻
十

二
)
な
ど

に
も
見

え
知

ら
れ

て
い
た
は
ず
だ
が
、

『神
社
考
』
を
利

用
し

た
事
が
注
意

さ
れ
る
。

(
16
)
猶
、

紀
俊
長

に

つ
い
て
は
、

『遯
史

』

(寛
文

四
年

〈
一
六
六

四
〉
孟

夏

刊
)
と
同
年

(仲
冬
刊
)

に
出
版
さ
れ
た

『扶
桑
隠
逸

伝
』
(巻
下
)

に

も
以
下

の
よ
う

に
記

さ
れ
て
い
る
。
「俊

長
者
、
紀
長
谷
雄
之
後
也
。
世

居
二
紀
州

一、

為
二
名
艸
宮
神

官

一。
叙

二光

禄
大
夫

一。

常
喜

読
レ
書
、
能

作
二和
歌

一。
至
徳
帝
詔
采
二
其
歌

一百
餘
章
。
毎
遠

召
与

レ宴
。
俊
長
性
清

高
、

不
レ栄
二此
遇

【。
応
永
十
二
年

春
、
卒
出
二
俗
塵

一、
退
二
遯
乎
南

紀

一、

易
二名
宗
傑

一。
而
其
所
居
、
有

二梅
数
百
株
、

竹
数
千
挺

}。

俊
長
吟
二哦

其

問

一、

自
称
二
梅
隠

一、

日
二竹
隠

一。
又

以
二梅

竹

一掲

二其
軒

】。

積
二書

万
巻

一、
読
且
楽
焉
。
俊
長
詠
歌
、
載
二
于
至
徳
永
享
二
代
勅
撰

一。
賛
日
、

林

家
梅
、

王
家
竹
、
清

隠
楽
事
、

ロ
ハ斯
而
已
足

矣
。
况
軒
頭

插
二
万
軸

一

耶
。

况
復
和
歌
之

承
二於
神
世

一、
而
国
之

好
風
俗

耶
」
。

(17
)
但

し
、

妙
な
変
更

も
あ
る
。
末

尾

の

「夕

則
以
二優

遊
自
得

一…
…
」

は

恐
ら
く
対

に
な
る
前
文
中

の

「朝

則
以
二
宏
才
博
学

一…

…
」

と
あ

っ
た

の
を
意
識
し

て
の
変
更
と
思

え
る
が
、
勿

論

こ
の

「
朝
」

は

「
朝
廷
」

の
意

で
あ

っ
て

「朝
夕
」

の
意

で
は
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、

『遯
史
』
本

四

五



『桑
華
蒙
求
』
管
見

四
六

文

に
記
す

「野
」

(
「在
野
」

の
意
)

こ
そ
対
置
さ
れ

る
意
味

を
有
す
る

は
ず
の
も
の
な
の

で
あ
る
。

〈付

記
〉

本
稿

の
内

容

に

つ
い

て
は
和
漢
比

較
文

学
会

第
九

十
八

回
例

会

(平
成

十
七
年
十

一
月
十
九

日

・
於

大
阪
大
学
)

で

「『
桑
華
蒙

求
』
編
纂
素

材

の

一
端

か
ら

」

と
題

し

て
ロ
頭

発
表

し

た

(但

し

一
部
省
略

。

ま
た
、

当

日

「桑
華
蒙
求
典

拠

一
覧
」

の
資
料

も
配
布

し
た
が
、
本
稿

で
は
煩
瑣

な
の
で
省
く

こ
と

に
し
た
)。


